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「非常呼び出し時のＪＲ社員による仕業Ｄ担務」に関する申し入れ

９月１７日及び１０月２２日、大阪仕業検査車両所では台風による「非常呼び出し」

が行われた。通常、仕業班はＡ班・Ｂ班・Ｃ班の３班体制だが、この日はもう1班(Ｄ班)

増やして、４班体制で仕業検査を行った。

仕業班の担務は、１班につきＡ担当・Ｂ担当・Ｄ担当の３名チームで構成されており、

Ａ担当・Ｂ担当はＪＲ（直営）者が担当し、Ｄ担当はＳＥＫ（外注）社員が担当してい

る。

しかし、この日、増員した仕業班(Ｄ班)はすべて非常呼び出しで呼び出されたＪＲ社

員で構成され、本来担当するはずのＳＥＫ社員が従事するＤ担当をＪＲ社員が担当した。

ＪＲとＳＥＫはまったく別会社であり、これまで「偽装請負」が問題にされ、連絡体

制や責任の区分など明確にされている。それにも関わらず、ＳＥＫに区分されている作

業をＪＲ社員が担当することは、法律上や安全上も重大な問題があると考える。

よって、下記の通り申し入れるので早急に労使協議の場を設定すること。

記

１．ＳＥＫの作業をＪＲ社員に担当させた理由を明らかにすること。

２．非常呼び出し時のＳＥＫとの契約を明らかにすること。

３．ＪＲ社員がＳＥＫの作業をした時の連絡体制及び責任の区分を明確にすること。

４．ＳＥＫの作業には客室検査もあるが、従事したＪＲ社員には「見習い」等の教育が

行われていたのか明らかにすること。

５．客室検査のチェックシート等は使用したのか明らかにすること。

以上


